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一人一人が大切だから
栃木県・下野市立南河内第二中学校・三年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はせがわ),長谷川)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),陽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),南)
　「お母さん、保護司ってなあに？」
「保護司はね、犯罪をしてしまった人が、また世の中で働いたり、活やくしたりするのを助ける人。」
「怖くないの？」
これは、私が小学校低学年のときに、母とした会話だ。大姉という、いつもお菓子や本を送ってくれるおばさんについて、聞いたのだ。先日も、おいしいアイスクリームが届いた。大姉は、私の祖父の兄弟の一番上の姉だ。大姉には、生まれつき左目の周りに青あざがある。母親が、妊娠中に、転倒してしまい、打ち所が悪く、できてしまったものだ。大姉の父である私の曾祖父は、娘の顔を見て、将来をとても心配したという。しかし、大姉は、とても努力家で、優秀な人で、教師になった。退職後は長く、保護司を務めていた。現在も元気に過ごしている。大姉が、知人から保護司の推薦を受けた際、家族に相談したところ、大反対されたという。犯罪をしたような人に関わると、保護司本人だけでなく、その家族も危険なことに巻き込まれるのではないかと考える人は多い。しかし、曾祖父は、
「やりなさい、人生に無駄な経験はないよ。いつか、きっとそれが役に立つ時が来る。」
と言い、背中を押してくれたそうだ。大姉は、保護司をしている中で、なぜ周りは、犯罪を止めてやれなかったのか考えたそうだ。そして、犯罪をしてしまった人が子供だったころは、希望や夢を持って、毎日過ごしていただろうと思ったという。みんな、私たちと変わらない時があったのだ。悪いことをしてはいけないのは、当たり前のことだ。しかし、育った環境や社会の背景など様々な事情で、人間は、いつ間違ってしまうか分からない。誰もが、もしかしたら、罪を犯してしまうかもしれない。それをふみとどませるのが、周りの人々とのつながりだと思う。そして、犯罪をしてしまった人の更生を助けるのも、人々とのつながりだと思う。しかし、犯罪をしてしまった人に対して、怖いという不確実なものがその人の更生をさまたげていると思う。私は、犯罪をしてしまった人を差別する人は、もしかしたら、その人たちをもう必要のない「無駄な人」だと思っているのではないかと思う。大姉が生まれた時、曾祖父は、目にあざがあるという理由で、後ろに引っ込んでしまうような子になってほしくない、ふつうに、社会に出ていけるような子になってほしいと思ったそうだ。当時はまだ、ハンディを抱えた子供や家族を隠したりする風潮が残っていたらしい。でも、大姉を積極的に人前に連れ出し、興味のあることには、何でもチャレンジさせた。兄弟の中で唯一、大姉だけが幼稚園に通ったという話もあるくらいだ。曾祖父が、大姉が保護司になることを相談した時に、
「人生に無駄な経験はないよ。」
と言ったのは、
「世の中に必要のない、無駄な人はいないよ。」
という意味でもあるのではないかと思う。無駄な人は絶対にいないからこそ、更生をすることも、ハンディを乗り越えることもできると信じていたのだと思う。そんな中、社会で活やくするようになった大姉に、改めて伝えたかったのだと思う。曾祖父は、私の親である孫たちが、失敗したり、挫折したりすると、こんな言葉をかけていたそうだ。
「そんなに落ち込むことはないよ。人間は、最後に帳尻を合わせればいいんだからね。」
これは、孫たちだけでなく、犯罪をしてしまった人、ハンディを抱えている人、何か失敗をしてしまった人、全ての人に通じると思う。間違えたら、修正して、前を見て、無駄なことは何一つない。そう考えて、私も、生きていきたい。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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